
第15回認定医

新規申請（2023）マニュアル

申請期間：7月12日（水）～8月12日（土）

申請方法：資格申請システムより全データアップロード

Google Chromeでの閲覧を推奨しています。ブラウザのバージョンは、いずれも最新版を利用してください。 
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申請の流れ

活動事績アップロード 申請終了 専門医認定医制度審議会
審査官による審査
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事務局精査
審査料順次発送予定

申請開始



認定医新規申請条件

CVIT専門医認定医制度本則（第3章）より抜粋
（認定医の認定条件）
第6条 認定医の認定基準は以下の通りとする。
① 申請時に本学会入会後、24 ヶ月以上経過していること。※1

② 本学会入会後の主術者としての冠動脈形成術 100 例の治療経験を必須とする。※2

③ 本学会、本学会地方会、本学会誌での心血管カテーテル治療に関する研究業績が1つ以上あること。

④ 本学会が指定する研修カリキュラムを履修し、指導にあたった本学会代議員、心血管カテーテル治療専門医、名誉
専門医のうち 1 名の推薦があること。

⑤ J-PCI・J-EVT/SHD レジストリーに参加しており、認定後より施行した症例の全例登録を行うこと。

※1 ※2 2022 年以降の認定医新規申請者より適用
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提出内容

① 認定医新規申請書および在籍証明書

② 指導にあたった本学会代議員、心血管カテーテル治療専門医、名誉専門医のうち1名の

推薦状

③ 症例登録事業(レジストリー)参加登録宣誓書

④ 研究業績 (活動実績事前登録システム受理分より選択)

⚫本学会、本学会地方会、本学会誌での心血管カテーテル治療に関する研究業績が1つ

以上あること。

⑤ カテーテル治療経験数（主術者としての本学会入会後からの冠動脈形成術100例分）

⑥ （レジストリー未登録の場合）

⚫カテーテル治療実績一覧表

⚫申請症例証明書
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CVIT資格申請システムログイン後操作手順❶

➀「資格申請」をクリック

②「資格申請を開始する」をクリック

③開始する資格申請をクリック
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資格申請はご自身の資格情報に紐づけされておりませんので、
本年の申請受付を行っている資格が全て表示されます。
該当の申請のみを選択し、申請を開始してください。



CVIT資格申請システムログイン後操作手順❷

提出項目ごとに「詳細」を選択し、申請書類のダウンロード

と、アップロードを行う。

この時に「CTRL∔クリック」で別タブが開きます。

ステータスの初期表示は「未提出」です
①未提出②提出済③不足
のいずれかが表示されます。

※事務局へ連絡事項がありましたら
こちらへ入力し、【連絡事項を保存する】をクリックしてく

ださい。

申請を中止したい場合は、【この申請を中止する】をクリックしてください。
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提出物｜認定医新規申請書および在籍証明書｜Word 

❶申請書類のダウンロード

❷申請書類に必要事項を入力後、PDFに加工しアップロード
何度でも差替えは可能です。
一度更新するとアップロードしたPDFが確認できます。

❸【提出する】をクリック
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提出物｜推薦状｜Word

❶申請書類のダウンロード

❷申請書類に必要事項を入力後、PDFに加工しアップロード
何度でも差替えは可能です。
一度更新するとアップロードしたPDFが確認できます。

❸【提出する】をクリック
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提出物｜症例登録事業(レジストリー)参加登録誓約書｜Word 

❶申請書類のダウンロード

❷申請書類に必要事項を入力後、PDFに加工しアップロード
何度でも差替えは可能です。
一度更新するとアップロードしたPDFが確認できます。

❸【提出する】をクリック
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提出物｜書類のダウンロードとアップロード (提出済)

「〇〇〇（書類の名前）」を提出しました」
と表示されていればOKです
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(提出済)の表示になります

何度でも差替えは可能です。
一度更新するとアップロードしたPDFが確認できます。



提出物｜研究業績の提出❶

研究業績
申請直前までの
発表分の取り扱い

申請直前までの会合で発表を終えてい
るものをご提出可としております。

【認定医】
本学会、本学会地方会、本学会誌で
の心血管カテーテル治療に関する研究
業績が1つ以上あること。
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提出物｜研究業績の提出❷

提出内容を変更したい場合は、

変更したい研究業績をクリックしてください
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❷【提出済】と表示されれば申請は完了です
❶【操作】から申請に使用する研究業
績を選び、【提出する】をクリック



カテーテル治療実績の登録|❶集計期間の選択
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ご自身の「入会日」を入力

【治療実績を集計する】をクリック
NCDとの認証開始



カテーテル治療実績の登録|❷NCDへのアクセス認証

クリック
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手入力

手入力

必ず✓

学会に登録した医籍番号が誤っていた場合は会員情報の変更、NCDに登録した医籍番
号が誤っていた場合はNCD症例の修正を行わなければならず、申請が大幅に遅れます。
必ず医師免許証をお手元に、正しい医籍番号を入力してください。



カテーテル治療実績の登録|❸治療実績集計
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200

NCDとの認証が終わると、レジストリーに登録した症例数

が表示されます。

以下の表示項目に誤りがないことを確認し、画面最下部

の をクリックしてください、

• 医籍登録番号

• 集計期間（入会日～2022年12月31日）

• 主術者の症例数

※ 申請年のNCD登録症例（直前症例）は反映されま

せん。



カテーテル治療実績の登録|❹-1治療実績を提出する
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200

「レジストリー登録症例を再提出する」をクリックすると、集計期間の選
択画面に戻ることができます。集計期間の入力に誤りがある場合、こち
らから修正を行ってください。

申請条件、申請方法をご確認ください。



カテーテル治療実績の登録|❹-2治療実績を提出する（登録済）
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J-PCI レジストリー登録症例（自動集計）にて申請する場合：

自動集計の症例数をご確認いただき、症例が充足している場合、画面最下部の をクリックし、

提出を行ってください。

事務局使用欄です。
※症例をカウントし過不足を調整することがあります。

自動
集計

症例数をご確認ください。 ＜合計値の表示＞
※治療実績が基準を下回る場合、

と表示されます。

レジストリー登録症例が表示されます。

自動
集計



カテーテル治療実績の登録|❹-3治療実績を提出する（未登録）
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症例数を手入力してください。

直前症例または未登録症例を申請する場合

※J-PCIレジストリー登録症例（自動集計）にて申請条件を充足する場合、アップロードは不要です。

事務局使用欄です。
※症例をカウントし過不足を調整することがあります。

自動
集計



カテーテル治療実績の登録|❺提出書類（任意）
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直前症例または未登録症例を申請する場合、以下の書類を提出してください。

⚫ をクリックし、専用フォーマットをダウンロードしてください。

⚫ をクリックし、PDFファイルをアップロードしてください。

※ この操作で何度でも差替えは可能です。

※書類が複数枚ある場合、1つのPDFに結合してからアップロードしてください。

⚫ 提出するPDFのアップロード後、 をクリックし、症例数の再集

計を行ってください。



カテーテル治療実績の登録|❻判定と症例提出
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＜合計値の表示＞
※治療実績が基準を下回る場合、

と表示されます。

全ての入力が終了したら画面最下部の をクリックし、申
請を行ってください。 

万が一、誤った内容で「提出する」をクリックしてしまった場合、提出
内容を修正後、 をクリックし、再申請を行ってく
ださい。



カテーテル治療実績の登録|申請直前（申請年）の症例
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直前症例アップロードデータの作成方法：
NCDにログイン後「登録データ検索」へ進みます

クリック

申請年の1月1日からNCD登録された症例は、カテーテル治療実績の一覧に表示されません。
以下の方法で症例数を確認、症例一覧（PDFデータ）のアップロードの上、カテーテル治療実績の登録の未
登録欄に症例数を入力してください。



カテーテル治療実績の登録|申請直前（申請年）の症例
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❷術式1の術者：申請者で検索

❸手術日：申請年の1月1日から 申請日
直前までを検索

❹ステータス：「完了（承認済）」に✓をし
て検索

クリック

❶専門領域：「J-PCI」で検索

症例を検索します。この時❶から❹の項目に✓がなかったり空欄があれば、書類不備となります。



カテーテル治療実績の登録|申請直前（申請年）の症例
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100件（MAX）ずつ表示する
またはページごとにPDFを生成する

表示された一覧ページ（検索画面も含む）をブラウザ機能（Google）でPDF化するか、

プリントアウトの上、スキャンしPDFファイルとする。

検索結果は、「ステータス」から「術式1の術者」まで表示されるように全体を印刷してください。

全体を表示する

表示項目が異なる場合がございま
す。検索手順に誤りがなければ、問

題ございません。



申請書の提出・差し替え

• 各提出項目で書類をアップロード
後、 をクリックし、「○○を
提出しました」と表示されると、デー
タは正しく受け付けられたことになり
ます。

• 一度アップロードした申請書を差し
替えたい場合には、提出書類で
差し替えたいデータを選択し直し、
【提出データを更新する】をクリック
してください。

○○を提出しました。
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申請前の注意事項

をクリックすると、データの修正・差し替えは
一切できませんのでご留意ください。

データの差し替えなどがある場合は、絶対に【申請する】をクリックしないでくだ
さい。

提出書類として、問題がないことを十分に確認した後、【申請する】をクリック
してください。

【申請する】をクリックしないまま申請期日を迎えた場合は、自動的に申請は
棄却になります。
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申請書の提出

⚫ 何らかの理由により、ステータスが
【不足】になっている状態でも、申請
を受け付けることは可能です

⚫ ステータスが【不足】となっているまま
【申請する】をクリックしないでくださ
い

⚫ 但し、事務局と事前に連絡を取り、
事務局が把握しているケースの場合
のみ、 【不足】のまま【申請する】をク
リックしていただいてOKです

⚫ データの差し替えなどがある場合は、
絶対に【申請する】ボタンを押さない
でください。
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申請書受付
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これで認定医新規申請が終了です。
審査結果をお待ちください。
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